
令
和
三
年
三
月
十
五
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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大
震
災
か
ら
５
年
目
、
河
北
新

報
・
短
歌
ペ
ー
ジ
の
作
品
か
ら
選
者

の
佐
藤
通み

ち
ま
さ雅

さ
ん
と
花
山
多
佳
子
さ

ん
が
６
５
０
首
を
選
ん
で
歌
集
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　
「
妻
の
名
を
こ
こ
ろ
に
叫
び
さ
が

し
い
る
巨
大
津
波
の
瓦が

れ
き礫

の
な
か

を
」（
石
巻
市
・
男
性
）「
悪
夢
な

ら
覚
め
よ
と
め
ぐ
る
安
置
所
に
姉
の

遺
体
の
柩ひ

つ
ぎ

に
ま
み
え
ぬ
」（
亘
理

町
・
女
性
）。
選
者
の
佐
藤
さ
ん
は

「
投
稿
歌
一
枚
一
枚
に
涙
し
た
。
震し
ん

災さ
い
え
い詠
は
人
間
の
魂
の
記
録
」
と
語
る
。

　
「
校
庭
の
除
染
を
終
え
し
キ
ャ
タ

ピ
ラ
の
影
な
お
重
き
五
年
の
月
日
」

（
福
島
県
南
相
馬
市
・
男
性
）。
原

発
事
故
被
災
地
の
風
景
。「
５
年
過

ぎ
て
も
何
も
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と

花
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
10
年
目
を

迎
え
て
も
、
何
も
解
決
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
な
ぜ
原
発
事
故
は
福
島
で
起
き
た

の
か
、
な
ぜ
人
は
米
軍
基
地
を
沖
縄

に
押
し
付
け
る
の
か
、
福
島
と
沖
縄

を
舞
台
に
不
条
理
の
世
界
を
描
い
て

い
ま
す
。

　
著
者
は
哲
学
者
で
、
い
わ
き
市
に

生
ま
れ
、
小
学
時
代
は
富
岡
町
で
過

ご
し
ま
し
た
。「
原
発
問
題
と
、
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
を
切
り
離
し
て
は

考
え
ら
れ
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
あ

る
者
の
利
益
が
、
他
の
者
を
犠
牲
に

し
て
生
み
だ
さ
れ
る
の
を「
犠
牲
の

シ
ス
テ
ム
」
と
定
義
、
原
発
事
故
は

こ
の
上
で
起
き
ま
し
た
。
国
家
と
い

う
共
同
体
の
「
尊
い
犠
牲
」
の
下
、

１
5
０
年
前
の
戊ぼ

し
ん辰
戦
争
で
は
福

島
・
会
津
が
犠
牲
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
現
代
の
沖
縄
の
基
地
問

題
。「
大
事
な
こ
と
は
、（
一
方
が

一
方
に
押
し
付
け
続
け
る
）
シ
ス
テ

ム
化
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
な
の
だ
」

と
訴
え
て
い
ま
す
。

人
間
の
魂
の
記
録
／
不
条
理
の
世
界
を
描
く

「
震
災
の
う
た　

　
　
　

１
８
０
０
日
の
心
も
よ
う
」

高橋哲哉／著
集英社新書　刊

河北新報社編集局
／編
河北新報出版セン
ター　刊

「
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム　

福
島
・
沖
縄
」

         

河
北
新
報
社
紙
面
管
理
部     

佐
藤　

昌
明

　
３
月
６
日
・
７
日
に
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
７
回
目
と
な
る
今
回
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年　
よ
り
よ
い
未
来
の

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
一
部
の
発
表
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年　
復
興

施
策
の
評
価
と
次
の
10
年
へ
の
展
望
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
復
興

庁
事
務
次
官
・
由ゆ

き木
文
彦
氏
に
よ
る
被

災
地
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
基
調

講
演
や
、
震
災
経
験
の
継
承
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
や
風
化
が
進
む

中
で
の
国
内
外
へ
の
発
信
の
必
要
性
な

ど
の
説
明
に
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
段
ボ
ー
ル

製
の
ジ
オ
ラ
マ
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
仙
台
の
ジ
オ
ラ
マ
を
組
み

立
て
な
が
ら
、
身
近
な
地
域
の
地
形
の

特
徴
を
学
び
、
地
震
や
大
雨
災
害
時
の

危
険
性
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
防
災
・
減
災
に
取
り
組

む
団
体
の
活
動
発
表
や
ブ
ー
ス
展
示
、

科
学
実
験
を
交
え
た
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
震
災
当
時
を
振
り
返
り
、

改
め
て
防
災
・
減
災
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

仙台市の人口（対前月増減数） 男：530,898人　女：561,038人　計1,091,936人（－381)　527,770世帯（＋33）　３月１日現在

仙台市政だより　令和３年（2021年） ４月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政
トピックス

鎮
魂
の
祈
り
と
復
興
へ
の
誓
い

　
　
―
東
日
本
大
震
災
仙
台
市
追
悼
式

市政
トピックス

令
和
３
年
度
の
主
な
組

織
改
正（
４
月
１
日
付
）

市政
トピックス

詩
を
通
じ
て
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
考
え
る

市政
トピックス

仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催

▲親子で防災をテーマにした謎解
きゲームにも挑戦

　
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年
と
な
る
３

月
11
日
、
宮
城
野
体
育
館
で
市
主
催
の

追
悼
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

検
温
や
手
指
消
毒
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
追
悼
式
の
様
子
を
勾
当
台
公
園

市
民
広
場
に
設
置
し
た
大
型
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
で
中
継
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
ご

遺
族
と
招
待
者
２
５
６
人
が
参
列
し
、

地
震
発
生
時
刻
の
午
後
２
時
46
分
に
全

員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
郡
市
長
は
「
震
災
か
ら
10
年
、
二
度

と
同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
と
の

強
い
決
意
で
、
被
災
地
域
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
多
く
の
方
と
復
興
の
道
を
切
り

開
い
て
き
ま
し
た
。
震
災
の
経
験
と
教

訓
を
次
の
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、

　
１
月
29
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
、
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
「
テ
ト
ラ

と
リ
リ
ッ
ク　
仙
台
か
ら
見
る
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
い
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
海
に
流
入
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
海
洋
生
態
系
へ
の
影

　
主
な
組
織
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
し
た
危
機
事
案
や
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ

る
社
会
変
容
に
応
じ
た
対
応
の
た
め
に

●
危
機
管
理
局
の
新
設

　
感
染
症
拡
大
や
、
多
発
す
る
大
規
模

な
自
然
災
害
等
の
危
機
事
案
に
対
す
る

対
応
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
危

機
管
理
室
（
部
相
当
）
を「
危
機
管
理

局
」
と
し
ま
し
た
。

●
保
健
所
の
体
制
強
化
（
健
康
福
祉

局
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い
、
健
康
危
機
管
理
対
策
に
関

し
て
、
よ
り
的
確
な
業
務
遂
行
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
健
康
安
全
課
を
分
割

し
、「
健
康
安
全
課
」
お
よ
び
「
感
染

症
対
策
室
」
と
し
ま
し
た
。

●
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
室
の
新
設
（
ま

ち
づ
く
り
政
策
局
）

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き
を
一
層
加
速
さ

せ
る
た
め
、「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進

室
」（
部
相
当
）
を
新
設
し
ま
し
た
。

技
術
職
員
の
人
材
育
成
等
の
推
進
の
た

め
に
（
都
市
整
備
局
）

●
技
術
管
理
室
の
体
制
強
化

　
技
術
職
員
の
人
材
育
成
や
発
注
工
事

の
品
質
確
保
等
を
全
庁
的
に
推
進
す
る

た
め
、
課
相
当
の
技
術
管
理
室
を
部
相

当
と
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
取
り
組
み

を
強
化
す
る
た
め
に
（
環
境
局
）

●
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
課
の
新
設

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
環

境
企
画
課
地
球
温
暖
化
対
策
係
お
よ
び

ま
ち
づ
く
り
政
策
局
防
災
環
境
都
市
・

震
災
復
興
室
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当
を

統
合
し
、「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保
の
た
め

に
（
都
市
整
備
局
）

●
公
共
交
通
推
進
課
の
分
割

　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
公

共
交
通
推
進
課
を
分
割
し
、「
公
共
交

通
推
進
課
」
お
よ
び
「
地
域
交
通
推
進

課
」
と
し
ま
し
た
。

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
（
宮
城
総

合
支
所
・
秋
保
総
合
支
所
）

●
宮
城
総
合
支
所
地
域
活
性
化
推
進
室

の
新
設
お
よ
び
秋
保
総
合
支
所
総
務
課

地
域
振
興
係
の
分
割

　
地
域
づ
く
り
に
係
る
事
業
を
よ
り
推

進
す
る
た
め
、
青
葉
区
宮
城
総
合
支

所
に「
地
域
活
性
化
推
進
室
」（
課
相

当
）
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
太
白
区

秋
保
総
合
支
所
総
務
課
地
域
振
興
係
を

分
割
し
、「
地
域
活
性
化
推
進
係
」
お

よ
び「
地
域
生
活
係
」
と
し
ま
し
た
。

●
各
組
織
の
業
務
内
容
は
４
月
１
日
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な
力
と
思
い
を

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
仙
台
の
輝
か
し

い
未
来
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
嶋
中
貴
志
市
議
会
副

議
長
の
代
読
に
よ
り
鈴
木
勇
治
議
長
の

追
悼
の
辞
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
発
災
時
に

市
長
で
あ
っ
た
奥
山
恵
美
子
前
市
長
か

ら
も
追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

若
林
区
の
佐
藤
稔
さ
ん
は
遺
族
代
表
と

し
て
震
災
か
ら
10
年
の
思
い
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
献
奏
や
、
参
列
者

の
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
区
役
所
や
勾
当
台
公
園
な
ど
に
設
置

し
た
献
花
場
に
は
、
合
わ
せ
て
約
７
８

０
０
人
の
方
が
追
悼
に
訪
れ
、
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

響
を
懸
念
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問

題
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
、
本
市
を

拠
点
に
活
動
す
る
音
楽
家
・
Ｈハ

ン

ガ

―

Ｕ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
Ｒ
氏
の
協
力
を
得
て
企
画
さ
れ
た
も

の
。

　
定
禅
寺
通
に
面
し
た
会
場
入
口
の
ガ

ラ
ス
の
壁
面
に
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
氏

の
リ
リ
ッ
ク（
詩
・
歌
詞
）
の
作
品
を

掲
示
。
マ
イ
バ
ッ
グ
の
使
用
な
ど
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

が
書
か
れ
た
段
ボ
ー
ル
製
の
実
寸
大
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
や
、
本
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
現
状
や
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
足
を
止
め
て

作
品
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
た
り
、
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
を
興
味
深
く
見
た
り
し
な
が

ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲仙台フィルハーモニー管弦楽団
による献奏


